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1 この調査は、「大学生の生活実態と意識」をテーマに、2012 年 3 月に摂南大学で実施されたものである
（研究代表者：山本圭三、摂南大学経営学部講師）。調査の対象は摂南大学経営学部 3 回生 272 名（調査時
点）であり、有効回答数は 145 である（回収率 53.3％）。対象者の構成は、性別では男性が 108 名、女性
が 34 名（無回答 3）、年齢別では、20 歳が 21 名、21 歳が 104 名、22 歳以上が 19 名（無回答 1）となっ
ている。調査の詳細な結果については、教育・社会学研究会編（2013）を参照されたい。 
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れる（井田 2000; 轟 2001; 加藤 2004; 原 2010）。 
 いまひとつは、職業的価値観と関連を示す要因を探るものである。大学生や高校生など未就
業者を対象とした議論で言えば、就職希望や希望する職種と職業的価値観との関連を検討する
ものがこれにあたる（安藤ほか 2001; 荒牧 2001）。また、ライフスタイル意識や集団・組織
観、消費意識、死生観など、種々の意識が職業的価値観に関係していることも指摘されている
（山本 1991; 渡辺・平井 1999）。 
 こうした研究では、職業的価値観を生み出す要因についても検討されており、属性要因や経
済的要因、家族に関する要因が主にとりあげられている。具体的には、属性については性別や
年齢のほか、学校タイプ・所属学部・学科・専攻（渡辺・平井 1999; 荒牧 2001; 松本 2008）
など、経済的要因についてはアルバイトの有無や出身家庭の豊かさ（藤井・西鳥 2006）など
が関連するとされている。また、家族に関しては、両親学歴や両親とのコミュニケーション頻
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【1】自分自身が仕事を選ぶ際に、以下の事柄は重要であるかどうか（ 5 段階） 
  （A）高い地位が得られること 
  （B）高い収入が得られること 
  （C）世の中や人々のために尽くせること 
  （D）他者から評価されること 
  （E）世間から信用されること 
  （F）自分で行動が決定できること 
  （G）仕事に自分の創意工夫を生かせること 
  （H）安定した収入が得られること 
【2】次の意見に対し、そう思うかどうか（ 5 段階） 
  （I）みんなと共同でやるような仕事よりも、一人でこなすような仕事の方がいい 
  （J）メンバーがお互いに支えあえるような職場でなければ、働きたくない 
 
 上記項目を用いて主成分分析をおこなった結果が表 1 である（因子分析主成分解、ヴァリマ
ックス回転後）2。表からは、次のようなことが読み取れる。 
 第 1 主成分は、地位や収入の高さについての項目の負荷が高い。さらに他者からの評価の項
目の負荷もある程度みられることから、この軸は他者よりも上の立場になることを重視する「地












いるかどうかをあらわすものだと考えられる。ここでは第 3 主成分を「社会的信頼志向」、第 4
主成分を「他者志向」と呼ぶことにしたい。 
 




























地位志向 自律志向 社会的信頼志向 他者志向 共通性
（A）高い地位が得られること 0.802 0.202 0.080 0.113 0.703
（B）高い収入が得られること 0.789 0.068 0.190 -0.039 0.665
（G）仕事に自分の創意工夫を生かせること 0.152 0.892 0.065 0.053 0.825
（F）自分で行動が決定できること 0.129 0.862 0.105 0.109 0.783
（H）安定した収入が得られること 0.003 0.006 0.778 -0.243 0.664
（E）世間から信用されること 0.126 0.129 0.738 0.277 0.653
（D）他者から評価されること 0.397 0.108 0.594 0.130 0.539
（J）メンバーがお互いに支えあえるような
    職場でなければ、働きたくない
0.115 0.177 -0.136 0.738 0.608
（I）みんなと共同でやるような仕事よりも、
    一人でこなすような仕事の方がいい◆ -0.414 -0.227 0.276 0.616 0.678
（C）世の中や人々のために尽くせること 0.369 0.297 0.326 0.511 0.591
固有値 1.800 1.783 1.760 1.367
寄与率 18.0 17.8 17.6 13.7
累積寄与率 18.0 35.8 53.4 67.1
※◆は逆転項目。
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（イ）仕事を生きがいとしたい 0.773 -0.025 0.599
（ア）やりたい仕事ができるのなら、
      生活が苦しくてもかまわない
0.707 -0.366 0.634
（オ）楽に暮らせるだけのお金があっても、
      何らかの仕事はしていたい 0.695 0.343 0.601
（ウ）常勤の職業につくことは、自分自身
      にとって重要である 0.195 0.804 0.685
（エ）卒業後、自分はパート・アルバイト
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価値観と関連を示したものをまとめたのが、表 4 である。 
 










こだわり主義 0.341 ** 0.320 ** 0.003 0.080 143
常勤主義 0.098 -0.074 0.443 ** 0.327 ** 143
※ † p <.10  * p <.05  ** p <.01
地位志向 自律志向 社会的信頼志向 他者志向
地位志向 自律志向 社会的信頼志向 他者志向 N
権威ある人には、常に敬意をはらわなければならない 0.256 ** 0.046 0.123 0.041 142
自分にとって、オリジナリティや独創性を発揮する
ことは何よりも大切だ
0.148 † 0.396 ** 0.096 -0.088 141
自分で努力しなければ幸せになることはできない 0.203 * 0.059 0.221 ** 0.091 141
学問的な知識よりも、生活に役立つ知識の方が重要だ 0.149 † 0.029 0.048 0.053 142
今の世の中では、他人のために一生懸命何かすること
はばかげている
0.276 ** -0.027 -0.086 -0.245 ** 142
周りの幸せのために自分の幸せを犠牲にしたくはない -0.030 0.038 -0.160 † -0.164 † 142
お金がなくても豊かな人生を送ることはできる -0.031 0.181 * 0.021 0.223 ** 142
※ † p < .10  * p < .05  ** p < .01
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 次に、家族についての変数との関連をみてみよう。まず、家族形態（核家族か 3 世代家族か）
ときょうだい構成、きょうだい数といった基本的な事項から確認する 4。これらと職業的価値
観の関連を確認した結果が、表 7 および表 8 である。 





                                                          
4 調査では父母、兄弟姉妹、祖父母のうち、現在同居している者をすべて選んでもらっている。これを用
い、祖父母のうち 1 人でも同居していると回答した場合には「3 世代家族」、祖父母と同居していないと回
答した場合は「核家族」となるよう設定したものが、「家族形態」である。 
N
性別 男性 0.082 -0.004 -0.102 0.026 106
女性 -0.253 0.113 0.372 -0.066 34
F 2.921 † 0.375 5.913 * 0.216
居住区分 自宅生 -0.061 -0.009 -0.110 0.022 108
下宿生 0.249 0.007 0.320 -0.086 28
F 2.124 0.006 4.248 * 0.257
父職種 専門・管理 0.205 0.134 -0.144 0.382 33
事務 -0.343 0.006 0.113 0.291 20
販売・サービス 0.269 -0.053 -0.103 -0.572 24
生産工程等 -0.316 0.054 0.290 0.019 25
F 2.615 † 0.171 0.963 5.019 **
母職種 専門・管理 0.677 -0.387 0.044 0.116 18
事務 -0.009 0.085 0.236 -0.096 27
販売・サービス 0.148 0.129 0.183 0.000 41
無職 -0.274 0.254 -0.323 0.068 37
F 4.408 ** 1.826 2.317 † 0.209
※ † p < .10  * p < .05  ** p < .01




父親年齢 -0.012 -0.078 -0.056 0.053 116
母親年齢 -0.151 † -0.195 * -0.035 -0.051 125
※ † p < .10  * p < .05  ** p < .01
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5 表 9 に挙げている項目は、当てはまるかどうかを 5 段階で訊ねたものである。 
N
家族形態 核家族 0.057 0.020 -0.131 -0.057 108
3世代家族 -0.061 0.039 0.376 0.345 26
F 0.303 0.008 5.427 * 3.457 †
出生順位 1人っ子 -0.172 0.055 -0.030 -0.405 11
長子 0.045 0.124 0.059 0.174 36
中間子 -0.068 -0.173 -0.236 0.310 19
末子 0.004 -0.036 0.049 -0.096 75
F 0.155 0.407 0.461 1.811
※ † p < .10  * p < .05  ** p < .01




きょうだい数 0.043 -0.046 0.027 0.175 * 141
※ † p < .10  * p < .05  ** p < .01
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地位志向 自律志向 社会的信頼志向 他者志向
N
友好的 （過）親によく遊んでもらった 0.063 0.102 0.338 ** 0.111 142
経験 （現）親とよく会話をしている -0.010 0.063 0.221 ** 0.081 142
（現）家族と一緒に食事をしている -0.151 † 0.134 0.153 † 0.124 142
疎外的 （現）自分の話に耳を傾けてくれない 0.055 0.002 -0.163 † -0.136 142
経験 （現）家に自分の居場所がない 0.207 * 0.014 -0.260 ** -0.203 * 142
（現）家族は自分に関心がない 0.110 0.058 -0.210 * -0.142 † 142
（過）親によく体などをたたかれた 0.067 -0.007 -0.175 * -0.008 142
きょうだい比較 （過）きょうだいや友人と比べられた 0.076 0.208 * -0.111 -0.200 * 142
注：（過）は過去のこと、（現）は現在のことを訊ねた項目をあらわす。 ※ † p < .10  * p < .05  ** p < .01
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要な要素であると考えるようになるのである 6。 
 


































7 これらの項目は、すべて当てはまるかどうかを 5 段階で訊ねたものである。なお「メンバーであること
によって優越感に浸れる」という項目は、「私は他の人と違い、この集団の一員でいられる優れた人間なの
だ」と感じられるかどうかを問うものである。 
地位志向 自律志向 社会的信頼志向 他者志向 N
所属集団数 -0.024 0.005 -0.042 0.300 ** 119
積極的参加集団数 0.022 0.026 -0.038 0.236 * 109
非積極的参加集団数 0.033 -0.127 -0.014 0.155 106
※ † p < .10  * p < .05  ** p < .01
地位志向 自律志向 社会的信頼志向 他者志向 N
先輩との関係が良好である -0.137 0.183 † 0.330 ** 0.202 * 106
同期との関係が良好である 0.028 0.073 0.270 ** 0.264 ** 106
後輩との関係が良好である -0.073 0.248 * 0.262 ** 0.248 * 106
集団内に尊敬できる人がいる 0.023 0.111 0.281 ** 0.153 107
集団内での地位が高い 0.183 † 0.132 0.144 0.046 107
メンバーであることによって
優越感に浸れる 0.100 0.275 ** 0.059 -0.109 107
※ † p < .10  * p < .05  ** p < .01
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β t 調整済R2乗 F
地位志向 性別（女0：男1） 0.208 1.532 0.004 1.026
父職（事務0：専門管理1） 0.205 1.168









自律志向 母親年齢 -0.193 -1.968 † 0.125 4.404 **
きょうだいや友人と比べられた 0.134 1.354
後輩との関係が良好である 0.185 1.824 †
メンバーであることによって
優越感に浸れる 0.187 1.849 †
社会的 性別（女0：男1） -0.143 -1.430 0.288 4.680 **
信頼志向 居住形態（自宅0：下宿1） 0.119 1.233
母職（事務0：専門管理1） -0.048 -0.426
母職（事務0：販・サ1） 0.114 0.954
母職（事務0：無職1） -0.269 -2.254 *
家族形態（核家族0：3世代1） 0.217 2.221 *
家に自分の居場所がない -0.158 -1.479
親によく遊んでもらった 0.244 2.493 *
後輩との関係が良好である 0.184 1.794 †
他者志向 父職（事務0：専門管理1） 0.073 0.461 0.175 2.584 *
父職（事務0：販・サ1） -0.213 -1.339
父職（事務0：生産工程1） 0.000 -0.001




所属集団数 0.286 2.380 *
後輩との関係が良好である 0.010 0.072
※ † p < .10  * p < .05  ** p < .01
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